













































































































（ 大 変 ）
いへん，近在ニ者そ























































































































































































































































































































































































































































































































（ 飢 饉 ）
ゝん也，尤むかしの
きゝんとハ違い，まだ金さいアれハ，米ハ
随分その時の直段ニてか
（買）
へばいくらもある
なり，むかしハ金を三宝
（方）
への
（載）
して，手をく
（組）
んでし
（死）
んだと申事，小判をくわへて死ぬる
人多くアリしと聞候得共，今年らのきゝん
者中々左様の事ハ決而なし，金さへあれハ
まだなんでも有ゆへ，中から下の者，誠に
込入申候，金の有米屋さんなんぞハ，いい
世の中だと申事を言，にくらしいのふ，さ
れども人々さわ立ツよふの事少茂なし，尤
麦作でも宜敷ハその内ニは米も段々下ケる
心得と思ふニ，天気雨かちゆへ，追々米直
段引上ケ，白米小売弐百五十文ニ相成，そ
れで米者中ものなり，上米直段も
（ 申 ）
ふされ
す，
（　）
　　　 表２　 東海道二川宿の小売値段
（単位は干菜が１連，他は１升）
品　　物
天保５年
３～６月
天保８年
２～８月 ３月21日
玄　　米
白　　米
荒　　麦
搗　　麦
稗
干　　菜
大　　豆
小　　豆
166文
178文
250文
278文
148文
268文
124文
 72文
164文
258文
238文
128文
 84文
140文
出典　 渡辺和敏編著『古文書にみる江戸時代の二川宿』
149頁，252・392号。
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というのである。
　天候不順による米価上昇に対する防衛策と
して草木を混ぜて炊飯したり，あるいは松木
の皮を混ぜて餅を作ったりして米の消費を節
約しようとする立場の人々，史料中で「中か
ら下の者」と表現される宿内小前層と，いま
は金さえあれば高価な米が買えるし，その他
に何でも入手できる「いい世の中だと」放言
する「金の有米屋さん」等の富裕層とが存在
していることが表現されている。もちろん当
番がこれを記した庚申講仲間は後者に属して
いるであろう。
　一方，二川宿の天保８年の米・雑穀類の小
売値段については，同年２～８月の約半年間
をまとめた書上と，同年３月21日のものが
ある（表２）。時系列に沿った小売値段の変
化については史料が見付からないが，前述し
たように天保５年３～６月が白米178文，玄
米166文であったから，上昇傾向は明かであ
る。
　この間の天保８年３月，江戸幕府の道中奉
行は遠三州十か宿と天龍川池田村渡船方に対
し，５月までの３か月間，これまでの５割増
に２割増を加え，都合７割増とする人馬賃
銭・渡船賃を許可した。この２割増について
は，「去 申
（天保７年）
年違作ニ而米穀・諸色高直ニ
付，人馬役其外川場之者難義」を救うための
措置であるので，「宿・助郷出人馬并河
（ママ）
場之
もの江割渡，人馬継立，其外渡船差支無之
様，相続方厚勘弁」するように指示した。さ
らに道中奉行は中泉代官の手代に対し，割増
分を宿助成に繰り入れず，食物購入費として
人馬役の者に支給するように指示した（23）。
　　　申渡
　宿々人馬賃銭之儀，是迄仕来ニ而者宿・助
郷并人馬役之者江夫々賃銭割合来り候処，
此度有来割増之上江尚又割増被仰出候ニ
付，右割増之内ヲ以，宿々人馬役之者取続
相成候様，賃銭差遣可申者勿論之儀ニ候
処，割増被仰付候迚，宿助成之方割合相増
し候ハヽ，人馬役之方割合引足兼候儀も可
有之哉ニ付，宿助成之方割合者内借ニ相成
候共，右ニ不拘食物差支無之様，人馬役江
賃銭相渡，尤場所ニゟ諸色直段高下も可有
之儀ニ付，割合方同様ニ者相成間敷候間，
一宿限，支配ニ而割合取極，相渡候様可被
心得候，右割合方取調相済候ハヽ，其段可
被相届候，
　　酉三月
　右被　仰渡候趣，一同奉承知候，依之御請
申上候，以上，
　　酉三月 平岡熊太郎手代　　
 荒井䠃太郎印　
 外出役一同連印
　　前原八三郎様申渡
　　　差添　田辺彦十郎殿
　中泉代官の手代は，道中奉行の指示に従う
と宿方助成に充当する分が無くなり，追加の
仕方を出願することになるが，道中奉行から
以後の訴願は受理しないと通達された。
　　　御請
　去申年違作ニ付，東海道宿々諸拝借之儀，
追々窺書差出置候処，此度人馬賃銭割増被
仰出，右之趣意ヲ以取計候ハヽ，人馬役之
者取続方相成可申候ニ付，人馬役之者共食
物等差支不相成様賃銭相渡候ハヽ，宿方助
成割合も少く難渋之宿方も可有之哉，若右
（　）
表３　７割増になった東海道二川宿の人馬賃銭
（天保８年３～５月）　　　　　　
行先 種　別 ７割増賃銭（２割増分）従来請取分
??
?
本　馬
軽　尻
人　足
　128文 （　　14文）
　80文 （　　 9文）
　61文 （　　 7文）
76文
49文
39文
???本　馬
軽　尻
人　足
118文 （　　13文）
　77文 （　　 9文）
　56文 （　　 6文）
69文
47文
36文
出典　 渡辺和敏編著『古文書にみる江戸時代の二川宿』
250・252号。
表４　東海道二川宿の家数・人数
天保８年８月 天保９年８月
家数
人数
212軒
889人
203軒
841人
??
?
男437人［23人］
女447人［22人］
僧  5人　　　　
出典　 天保８年８月は，渡辺和敏編著『古文
書にみる江戸時代の二川宿』394号。内
訳の［　］は人数に含まれる死亡者数。
天保９年８月は「宿借金仕訳帳」（愛知
大学綜合郷土研究所蔵山本家文書，目
録番号147）。
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有様之宿方も有之候ハヽ，相続方仕方別段
取調申達候儀ハ格別，追々申達之趣，難及
御沙汰段被　仰渡，窺書願書御渡被成奉請
取候，依之御請申上候，以上，
　　酉三月 平岡熊太郎手代　
 荒井䠃太郎印
　　田辺彦十郎様江出し
　二川宿の都合７割増人馬賃銭，人馬役出役
者が請け取ることになった２割増分に併わ
せ，５割増の際の請取分を表３に示した。
　天保８年４月，赤坂役所は二川宿に対し，
前年11月同様の手続きで夫食麦代35両２分
永140文［麦26石７斗３升分，金１両につき
７斗５升替］を給付することを認めた。これ
を二川宿では宿「役人其外重立候もの五六人
相除」き，惣門に対し１貫300文ずつで割賦
した。さらに赤坂役所は，来年用の種籾代
15両永200文［籾15石２斗４升4合分，１反
につき７升ずつ］の拝借も許可している（24）。
　二川宿は赤坂役所に対し，天保８年８月に
天保飢饉による死亡者数を報告した。宿場住
民889人の約５パーセントにあたる45人が疫
病・痢病を原因として死亡している（25）。死
亡者を除いた人数は844人であるから，その
１年後の天保９年８月と比較すると，ほとん
ど変動していない（表４）。天保９年後半に
は飢饉の直接的な影響から脱したのであろ
う。
おわりに
　以上，天保飢饉下における遠三州十か宿の
状況につき，飢饉の影響が顕著になった天保
４年（1833）からこれが収束した同８年まで
を検討した。その際，天保４～６年を第１段
階，同７・８年を第２段階とした。前者は，
天候不順で米の作柄が十分でないなか，東北
地方の凶作をきっかけに米価が上昇したため
に，その対策に終われていた期間である。後
者は，天保７年８月13日の暴風雨による被
災をきっかけに遠三州十か宿が拝借金の給付
等に奔走した期間である。
　第１段階においては宿内小前対策としての
小売米確保が重要であった。天保４年は天候
不順，同５年は東北地方の凶作により，小売
米の価格が上昇した。そのため，中泉代官は
天保４年に年貢米・商人米の積出停止，備蓄
米確保に乗り出したが，同５年には見付宿で
小規模な騒動が発生した。この間，中泉代官
の死去にともなう後任の選定に江戸幕府の明
確な決定がなかった。幕府においても飢饉対
策に忙殺されていたのであろう。結局，当分
預りを経て前任者の子息が中泉代官を継ぐ
が，飢饉対策に対する影響は不明である。
　第２段階は食料確保と復旧資金の獲得が課
題となった。二川・見付宿ともに米の安売り
や施米を実施した。見付宿で発生した天保５
（　） 天保飢饉下の遠三州十か宿
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年のような騒動を防止するためであろう。二
川宿では販売を担当する米会所を設立してい
る。
　遠三州十か宿は従来の拝借金について返済
の再延長，天保７年９月の新規の相続方拝借
金獲得に動き，さらに舞坂・二川・白須賀宿
だけの再願も天保８年正月に行われた。
　天保７年11月の中泉代官による申渡は，
急夫食代の給付と米穀の流通促進を述べたほ
かは加茂一揆に関するものであった。そのな
かで，拝借金については江戸における調整が
進捗しないことが表明されている。同様な事
情は，上記の願書類にも記述があり，査定は
厳しかったようである。
　実際，天保８年正月の３か宿再願書のなか
には，「逸々御見上之上，自力取繕可相成分
御除」きという表現があり，夫食代や種籾代
の給付の際には，女性は男性の半額という評
価であった。これも査定の厳しさの一面であ
ろう。
　注目すべきは夫食代や種籾代が現金で給付
されたことである。このことは飢饉下でも米
の入手自体は可能であることを証明してお
り，その意味では見付宿の庚申講仲間が「金
さへあれハまだなんでも有」るとした記述は
正しかったのである。その背景には商品流通
の進展をみなければならないが，今回の天保
飢饉とこれまでの飢饉との相違点を冷酷とも
いえる言葉で強調している。既に指摘してお
いたが，天保期の時代的特徴を端的に表現し
ているのである。今後少なくとも文政期の商
品流通の検討が必要となろう。
　天保８年３月，道中奉行は人馬賃銭の都合
７割増を遠三州十か宿と池田村渡船方に許可
した。前年９月の御救願下書の差出人から金
谷宿河原町が脱落しているが，中泉代官を通
じた働きかけのひとつがようやく実現したの
であろう。ここで道中奉行は，さらに割増し
た２割分について，宿助成として使用するこ
となく食物の購入代金として人馬役出役者に
直接給付することを厳命している。飢饉対策
費用を街道利用者に負担させるという側面を
有するが，天保７年９月の御救願下書のなか
で宿内の「九分通者其日稼，買渡世のもの」
と表現される小前層に実感できる対策を目指
したことを評価すべきであろう。
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